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(57)【要約】
【課題】　組立てが容易であるとともに、低コストで、
防水、塩害、油および紫外線、劣化対策等が充分施され
、長期間使用できる直管型ＬＥＤ照明専用灯具を得る。
【解決手段】　一対の天板１０と、この一対の天板１０
の取付溝１０ｃ,１０ｅに装着される一対の吊り板２０
と、この一対の吊り板２０のソケット取付孔２０ｂに装
着され直管型ＬＥＤ照明管３００の一対の口金３００a
が装着される一対のソケット３０と、このソケットと上
記口金３００aが装着される部分に挿着されるOリング７
０ｃとを備える。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　  天井等の被取付部材に取付けられる一対の天板と、この一対の天板の取付溝に装着さ
れる一対の吊り板と、この一対の吊り板のソケット取付孔に装着され、直管型ＬＥＤ照明
管の一対の口金が装着される一対のソケットと、上記口金がこのソケットの装着される部
分に挿着される０リングとを備えたことを特徴とする直管型LED照明専用灯具。
【請求項２】
　上記天板と吊り板とソケットとをすべて合成樹脂材料で形成したことを特徴とする請求
項１記載の直管型LED照明専用灯具。
【請求項３】
　  上記吊り板のソケット取付孔は、取付孔上部を円形で、取付孔下部を多角形に形成し
、この多角形の取付孔下部に取り付けられる上記ソケットに多角形軸を形成したことを特
徴とする請求項１または２記載の直管型LED照明専用灯具。
【請求項４】
　  上記天板は、1灯仕様に使用する第１の取付溝と、２灯仕様に使用する第２の取付溝
を設けたことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の直管型LED照明専用灯具
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　 この発明は、直管型ＬＥＤ（発光ダイオード）照明管が装着される直管型ＬＥＤ照明
専用灯具に関するものである。　　　　　
【背景技術】
【０００２】
　　　従来の直管型ＬＥＤ照明専用灯具としては、ＬＥＤ素子を備え電力を供給するプラ
グや補強部や端部を有するＬＥＤ灯具と、このＬＥＤ灯具に電力を供給するとともに、そ
の両端を保持する保持部を有する保持具を備えたものがある。（例えば、特許文献１参照
。）
【０００３】
また、一般的には、既存の蛍光灯用の灯具を改造するか、又はそれに類似した灯具を使っ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０―１７０７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
上記のような従来の直管型ＬＥＤ照明専用灯具は、ＬＥＤ灯具の取り付け、交換、清掃は
容易であるが、ＬＥＤ灯具のプラグや補強部や端部や、保持部が露出しており、防水、塩
害、劣化、油および紫外線使用温度対策等が不充分であると言う問題点があった。なお、
個々に防水、塩害、劣化、油および紫外線使用温度対策を施した特殊使用のものはあるが
、全てを含めて対策されたものは無い。
【０００６】
また、ＬＥＤ灯具の両端を保持する保持具は、一個の保持具天板の両端部に取り付けられ
ているので、ワット数により長さが異なるＬＥＤ灯具を装着する場合は、保持具天板を変
更する必要があり、ワット数の異なる全てのＬＥＤ灯具に対応できないという問題点があ
った。
【０００７】
また、ＬＥＤ灯具の両端を保持する保持具は、一個の保持具天板の両端部に固定されてい



(3) JP 2012-109193 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

るので、ＬＥＤ照明管の照射角度調節が難しいと言う問題点があった。
【０００８】
また、一般的な既存の蛍光灯用の灯具を改造したものは、点灯回路や安定器やインバータ
等を備えているのでコストが高く、防水、塩害、油および紫外線劣化対策等が不充分であ
ると言う問題点もあった。
【０００９】
この発明は、上述のような問題点を解決するためになされたもので、組立てが容易である
とともに、低コストで、防水、塩害、油および紫外線劣化対策等が充分施され、長期間使
用でき、ワット数の異なる全てのＬＥＤ灯具（直管型ＬＥＤ照明管）に容易に対応できる
と共に、ＬＥＤ灯具（直管型ＬＥＤ照明管）の照射角度の調節が容易な直管型ＬＥＤ照明
専用灯具を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
この発明の直管型ＬＥＤ照明専用灯具は、一対の天板と、この一対の天板の
取付溝に装着される一対の吊り板と、この一対の吊り板のソケット取付孔に装
着され、直管型ＬＥＤ照明管の一対の口金が装着される一対のソケットと、このソケット
の上部口金が装着される部分に挿着されるＯリングとを備えたものである。
【００１１】
また、上記天板と吊り板とソケットとをすべて合成樹脂材料で形成したものである。
【００１２】
また、上記吊り板のソケット取付孔は、取付孔上部を円形で、取付孔下部を
多角形に形成し、この多角形の取付孔下部に取り付けられる上記ソケットに多角形軸を形
成したものである。
【００１３】
また、上記天板は、１灯仕様に使用する第１の取付溝と、２灯仕様に使用する第２の取付
溝を設けたものである。
【発明の効果】
【００１４】
この発明の直管型ＬＥＤ照明専用灯具は、一対の天板と、この一対の天板の取付溝に装着
される一対の吊り板と、この一対の吊り板のソケット取付孔に装着され、直管型ＬＥＤ照
明管の一対の口金が装着される一対のソケットと、このソケットの上部口金が装着される
部分に装着されるＯリングとを備えるように構成したので、組立てが容易であるとともに
、低コストで、防水、塩害、油および紫外線劣化対策等が充分施され、長時間使用できる
。
【００１５】
また、一対の天板を天井へ取付ける位置を変えることにより一対の吊り板の間隔を自由に
変更する事ができるので、ワット数により長さが異なるどのワット数の直管型ＬＥＤ照明
管の取付にも容易に対応でき大変便利である。
【００１６】
また、天板と吊り板とソケットとをすべて合成樹脂材料で形成したので,
防水、塩害、油および紫外線劣化対策等、全ての対策が施され、長時間使用できる。
【００１７】
また、吊り板のソケット取付孔は、取付孔上部を円形で、取付孔下部を多角形に形成し、
この多角形の取付孔下部に取り付けられる上記ソケットに多角形軸を形成したので、ソケ
ットを回転させることにより多角形の取付孔下部に多角形軸が所定の角度で位置決めされ
、直管型ＬＥＤ照明管の取付角度の調整が可能となり、正確な照射角度調節が容易にでき
る。
【００１８】
また、天板に1灯仕様に使用する第１の取付溝と、２灯仕様に使用する
第２の溝を設けたので、１灯仕様または２灯仕様に容易に変更可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】この発明の一実施の形態を示す直管型ＬＥＤ照明専用灯具の構成図である。
【図２】天板を示す斜視図である。
【図３】吊り板を示す図である。
【図４】ソケットを示す図である。
【図５】Ｏリング押えリングを示す斜視図である。
【図６】ソケットを示す図である。
【図７】ソケットにリード線を配線し、Ｏリングを取り付けた断面図である。
【図８】この発明の直管型ＬＥＤ照明灯具に直管型ＬＥＤ照明管を取付けた状態を示す片
側のみの断面図である。
【図９】この図は、２灯仕様の構成後の側面図である。
【図１０】図９のＡの断面図である。
【図１１】吊り板とソケットの嵌合説明図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００２０】
図１は、この発明の一実施の形態を示す直管型ＬＥＤ照明専用灯具の構
成図である。図２は、天板の斜視図である。図３は吊り板を示す図であり、（Ａ）は側面
図、(Ｂ)は正面図である。図４はソケットを示す図であり、(Ａ)は側面図、(Ｂ)は断面図
である。図５は、Ｏリング押えリングを示す斜視図である。図６はソケットを示す図であ
り、（Ａ）は側面図、（Ｂ）は正面図である。図７は、ソケットにリード線を配線し、Ｏ
リングを取り付けた図である。
【００２１】
図において、１００は直管型ＬＥＤ照明専用灯具であり、天井２００等被取付部材に取り
付けられる一対の天板１０と、一対の吊り板２０と、一対のソケット３０と、Ｏリング７
０Ｃ（図８に示す）と一対のＯリング押えリング４０（図８に示す）等とで構成されてい
る。
天板１０は、図２に示す通り、合成樹脂材料で形成され、天板本体１０ａと、天板１０を
天井２００に取り付けるネジを通す複数の第1の取付孔１０ｂと、１灯用の吊り板２０を
差し込む一対の第1の取付溝１０ｃと、ネジを通す一対の第２の取付孔１０ｄと、２灯用
の吊り板２０を差し込む第２の取付溝１０ｅとで構成されている。
【００２２】
吊り板２０は、図３（B）に示すように、合成樹脂材料で形成され、吊り
板本体２０aに、ソケット３０を差し込み固定するための２個のソケット取付孔２０ｂが
設けられている。ソケット取付孔２０ｂは取付孔上部２０ｃが円形で、取付孔下部２０ｄ
が多角形に形成されている。この多角形は、取付孔下部２０ｄに中心点Oを支点として、
１５度ずつ１８０度まで１２等分され、歯車の先端部分と同様な凹凸を有する形状に形成
されている。２０eはネジ孔であり、ソケット３０を吊り板２０に取り付けた時、ソケッ
ト３０が上部にずれて外れないように抑えネジ（図示せず）を取り付ける複数の孔である
。
【００２３】
ソケット３０は、図４、図６に示す通り、合成樹脂材料で形成され、リード線を通すリー
ド孔３０aと、一対の端子を通す端子孔３０ｂと、Ｏリングを取り付けるOリング挿入部３
０ｃと、吊り板２０のソケット取付孔２０ｂに挿入して固定する多角形軸３０ｄが形成さ
れている。３０ｅはＯリング押えリング４０を挿入する円筒状のリング挿入部である。
【００２４】
Ｏリング押えリング４０は、図５図７に示す通り、後記するＯリング７０Ｃが飛び出さな
い事を目的としたリングである。
なお、天板１０と吊り板２０とソケット３０は、合成樹脂材料としてガラス繊維入り強化
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材料を用いている。
【００２５】
上述のように構成された直管型ＬＥＤ照明専用灯具の装着方法を図８に基づき説明する。
図８は、この発明の直管型ＬＥＤ照明灯具に直管型ＬＥＤ照明を取り付けた状態を示す片
側のみの断面図である。
【００２６】
先ず、1灯仕様の場合は、天板１０の第1の取付溝１０ｃに上部すなわち矢印Ａ方向から吊
り板２０を差し込む。なお、２灯仕様の場合は、天板１０の第２の取付溝１０ｅ（図２に
示す）に矢印Ｂ方向から吊り板２０を差し込む。（図８に示す）
次に、直管型ＬＥＤ照明管３００のワット数に応じた規定の長さに対応した吊り板２０の
間隔Lの位置（図１に示す）に一対の天板１０を離して天井２００にネジ５０により固定
する。次に、吊り板２０のソケット取付孔２０ｂの取付孔上部２０ｃにソケット３０を差
し込み取付孔下部２０ｄに移動させて固定する。更に、向き合った一対のソケット３０の
間に直管型ＬＥＤ照明管３００を装着する。（図１に示す）
【００２７】
図２は、天板１０の斜視図であるが、１灯または２灯用として兼用でき、図９、図１０に
示すように天井２００に着ける向きにより仕様が変更できる。更に、図３(Ｂ)に示す通り
、ソケット３０の取付孔下部２０ｄにＯ点を中心として１５度ずつの角度を付けており、
ソケット取付孔２０ｂとソケット３０との装着部分は、図６（Ｂ）に示す通り、多角形状
に形成した多角形軸３０ｄとしている為、取付孔下部２０ｄの多角形部分と多角形軸３０
ｄが嵌合する。その場合、嵌合のパターンは、図１１（Ａ）または図１１（Ｂ）に示す２
通りとなる。ソケット３０の多角形軸３０ｄの角部Ｃが取付孔下部２０ｄの歯車の先端部
Ｆの位置に嵌合している場合と図１１（Ｂ）に示す通り、多角形軸３０ｄの角部Ｃが取付
孔下部２０ｄの歯車の先端部Ｇの位置に回転して移動するパターンである。この様にソケ
ット３０多角形軸３０ｄを３０度ずつ回転させることにより、より正確な照射角度調節が
安易に出来る。
【００２８】
また、図２に示す通り、天板１０の第２の取付孔１０ｄは、段差(図示せず)
を付けた長溝に形成しているので、天井２００へのねじ止め箇所も自由に選べるように考
慮されている。
【００２９】
また、この発明の直管型ＬＥＤ照明灯具は、図１に示す通り、一対の天板１０を天井２０
０へ取付ける位置を変えることにより、一対の吊り板２０の間隔Ｌを自由に変更する事が
出来るので、直管型ＬＥＤ照明管３００がワット数に応じた規定の長さに設定されている
のが、どのワット数の直管型ＬＥＤ照明管にも容易に対応できる。
【００３０】
また、図３（Ｂ）に示す通り、ネジ孔２０eは、取付孔下部２０ｄに接続されたソケット
３０が上部にずれて移動しないように、ネジ孔２０ｅにネジ（図示せず）を挿入すること
により、上方向への外れを阻止している。
【００３１】
また、図に示す左側のソケット３０は、図7（Ａ）に示す通り、ソケット３０は、端子孔
３０ｂに端子７０ｂを配置し、リード孔３０ａにリード線７０ａを配線する。ゴムブッシ
ュ９０からリード線７０aまでは、防水対策部材例えばシリコン系の接着剤９５を流し込
む。なお、９０は一対のリード線７０aに予め挿着されたゴムブッシュであり、接着剤９
５が端子７０ｂに流れ込むのを防止する。
なお、図1に示す右側のソケット３０は、図7（Ｂ）に示す通り、リード線
７０ａの配線をソケット３０の端面Ｍから突出させないで、接着剤９５を流し込んでいる
。
更には、図７に示す通り、ソケット３０のＯリング挿入部３０ｃにＯリング
７０ｃを２本挿入し、リング挿入部３０ｅにOリング４０を挿入することにより直管型Ｌ
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している。
【００３２】
また、図８に示すソケット３０の直管型ＬＥＤ照明管３００の口金３００ａが接続される
部分を除く部分には、防水対策部材例えばシリコン系の接着剤９５を流し込んでおり、内
部への水、塩、油等の浸入を防止している。
【符号の説明】
【００３３】
　 １０　天板、１０c　第１の取付溝、１０e　第２の取付溝、２０　吊り板、
２０a　吊り板本体、２０b　ソケット取付孔、２０c　取付孔上部、
２０d　取付孔下部、３０　ソケット、３０d　多角形軸、７０ｃ　０リング
３００ 直管型ＬＥＤ照明管、３００a 口金
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【図８】



(11) JP 2012-109193 A 2012.6.7
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月4日(2011.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
【図１】　この発明の一実施の形態を示す直管型ＬＥＤ照明専用灯具の構成図である。
【図２】　天板を示す斜視図である。
【図３】　吊り板を示す図である。
【図４】　ソケットを示す図である。
【図５】　Ｏリング押さえリングを示す斜視図である。
【図６】　ソケットを示す図である。
【図７】　ソケットにリード線を配線し、Ｏリングを取り付けた断面図である。
【図８】　この発明の直管型ＬＥＤ照明専用灯具に直管型ＬＥＤ照明管を取付けた状態を
示す片側のみの断面図である。
【図９】　図１０の線Ａ－Ａに沿う断面図である。
【図１０】　この発明の直管型ＬＥＤ照明専用灯具に２灯の直管型ＬＥＤ照明管を取付け
た状態を示す側面図である。
【図１１】　吊り板とソケットの篏合状態を示す説明図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月30日(2012.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直管型ＬＥＤ照明管を装着するための直管型ＬＥＤ照明専用灯具であって、天井等の被
取付部材に取付けられる一対の天板と、この一対の天板の取付溝に装着される一対の吊り
板と、この一対の吊り板のソケット取付孔に装着され、直管型ＬＥＤ照明管の一対の口金
が装着される一対のソケットと、上記口金がこのソケットの装着される部分に挿着される
Ｏリングとを備え、上記ソケットから直管型ＬＥＤ照明管に電気接続するためのリード線
が外部に引き出されており、上記一対の天板は、上記一対の吊り板の間隔が直管型ＬＥＤ
照明管の長さに対応した間隔となる位置に離して被取付部材に固定することにより、長さ
の異なる直管型ＬＥＤ照明管の取付けに対応できるものであることを特徴とする直管型Ｌ
ＥＤ照明専用灯具。
【請求項２】
　上記天板と吊り板とソケットとをすべて合成樹脂材料で形成したことを特徴とする請求
項１記載の直管型ＬＥＤ照明専用灯具。
【請求項３】
　上記吊り板のソケット取付孔は、取付孔上部を円形で、取付孔下部を多角形に形成し、
この多角形の取付孔下部に取り付けられる上記ソケットに多角形軸を形成したことを特徴
とする請求項１または２記載の直管型ＬＥＤ照明専用灯具。
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【請求項４】
　上記天板は、１灯仕様に使用する第１の取付溝と、第１の取付溝に代えて２灯仕様に使
用する第２の取付溝を設け、第１の取付溝と第２の取付溝は、溝の形成方向が異なること
を特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載の直管型ＬＥＤ照明専用灯具。
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